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乳 用 子 牛 の 育 成 に 関 す る 試 験

―子牛の哺育、育成飼料の給与水準と発育成績の比較 ―

松 本  忠・ 佐 藤 国 男・丹野祐一・松本  渡

(官城県畜産試験場 )
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3o日 令までは各区とも対照区と同量給与内の比較であ

り,その後は試験区の構成に準 して給与 したが,試験
:区において,常時 loo%近 い摂 取 量を示 したのに対
し,試験 Π区,対照区が生後 8週 令まで給与量の60～
80¢程度の摂取量を示 した。これは代用乳から人工乳
に切 り換わる時期の下痢,呼吸器病の罹患に帰因した
ものと考えられ,ち なみに断乳時点をそれぞれ比較し
ても,対照区平均5Z O日 日,試験 I区 5`4日 日,試験Ⅱ
区497日 目と試験Ⅱ区, 対照区は試験 :区 よりもlo日
以上遅延 していた。 しかしこれらの区も ,週令以後は
順調な摂取率を示した。

人
工
乳
摂
取
量

2 乾草の摂取量
乾草の摂取量は図 2の とお りである。人工乳の摂取

量 とは反対に試験 肛区の摂取量が直線的に増加し,人
工乳が対照区の60%給与では十分な栄養が摂取できな
か ったためと考える。それに対 し,試験 I区 ,対照区
においては,試験 n区 とは全 く異なる摂取パターンを描
き,7週 令 と11～ 12週 令時点で摂取量の落ち込みが認
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1は じ が き

牛肉の自給と乳用威雌子牛のと殺頭数 を抑制 して健

全な酪農の発展を擁護する背景から生 した乳用雄子牛
の肥育は昭和4o年代の初期に全国的なベースで研究が

進められた。

我が国における乳用雄子牛の肥育は主に精肉用肥育

すなわち,ディリービー7/1産 が目的 として行な われ てい
る。

これらの肥育方法の中で,人工哺乳期か ら育成初期
に用いる代用乳および人工乳の品質の良否,下痢ある
いは呼吸器病の発生数がその後の発育.体型に及ぼす
影響が極めて大きいと言われているが,こ のたび,濃
厚飼料の給与水準を異にした飼養法によって比較検討

したので,そ の結果を報告する。

2試 験 方 法

` 
供試牛 ホルスタイン種雄子牛 9頭
2 試験期間 昭和51年 8月 ～昭和52年 5月
5 試験区の構成 (表 1)
4 管理 各区の供試牛は単飼で18× ま6πの牛房で
管理 した。

なお,育成飼料給与期間は厳冬期で敷料にワラを利
用 したため乾草の摂取量は調査不明であ った。

表 1 試験区の構成

注.1)代 用乳 定量給与法
2)断  乳 人工乳摂取量500,以 上 3日 継続摂

取時点

5試 験 成 績

1 人工乳の摂取量
生後日令,1人工乳の摂取量は図 1の とおりである。

"_対照区
― 議 :区
・ ―・ 試験I:区

ァ

′

′

メ

‘

′

区  分 0～ 14週令 14～26週令

対照国 9

代用乳・人工乳は日
本飼養標準に準 じヽ
糧飼料・水は自由摂
取

育成飼料は農林省の

「 協定研究資料」に
基づ く。粗飼料・水
は自由摂取

試験 I区
人工乳(9X80%
粗飼料・水は自由摂
取

育成飼料 C)X80`
粗飼料・水は自由摂
取

試験 Ⅱ区
人工乳 lC)X60%
粗飼料・水は自由摂
取 鰯軸

Ｘ
　
‘

０
水
料

・

飼
料
成
飼
育
組
取 図 1 人工乳摂取量の週月1変動



-176- 東 北 農 業 研 究  第 21号 (19フ 8)

められ,人工乳給与量が対照区の80`以上の場合は乾

草の摂取量は段階的に増加し0ヽくものと考えられる。

図 2 乾草摂取量の週,1変動

5 飲水量
飲水量は図 3に示 したとおりである。30～ 42日 令に

おいては急激な飲水量の増加が各区においても認めら

れ,その後はややゆるやかな増加がみられた。飲水量

の増加は乾草の摂取量というよりも,人工乳の摂取量
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の成績の約半分以下となったが,試験期間の気温に影

響したものと考えられる。

(日 )

生後経過日数

図 3 飲水量の週別変動

4 体重
生後 日令別に26週 令までの体重の推移は図 4に 示 し

たとおりである。各区の体重は人工乳の給与量による

栄養水準の差がそのまま認められたが,その傾向は後

半において大きくなる様に思われた。17週令以後はそ

れぞれそれ以前の増体よりも増加して高いレベルで発

育 したが,こ れは 4カ 月令すなわち
`ア

週令において実

施した去勢により飼料効率が高ま ったためと考えられ

る。よって,17週令以前は対照区が標準発育カープの

下限で,その他は以下,その後は対照区,試験 I区が

標準の平均～下限の範囲で,試験 1区は常時標準以下

の発育に終 った。

5 飼料効率
生後日令期間毎の飼料効率を生後14週令まで調査し

てみると,日 令経過 とともに漸次小さくなるが,生後

10～ 12週 目に最 も悪 く,従 って体重 1切増体に要する

養分量も一番多 くなる時期であった。

図4 体重の週別変動

4 ま  と  め

乳用雄子牛の哺育,育成飼料の給与水準 と発育成績

の比較を曖 結果を表2に まとめたが,良質粗飼料の利

用によぢでは,人工の節約も可能であると考えられる。

表 2 発育状況

試験E区

乾
草
の
摂
取
量

パラメータ~←D

開始体重

14週後の体重

体重増加

D0

飼料摂取量

1日 当たりの平均飼料摂取量

飼料効率

26週後の体重

体重増加

DO(14～ 26週 )

383
1210

8ス 2

084
1651
1

0

2110

1720

0%(10)

418

lo1 7

5,9
061

1429

146

042
1713

12,5

071(07つ
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